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述べている。第1. 2 部は本論文の主眼である第 3.4 部に至る模索段階の研究に関するものである。
第 1 部第 1 章では配向分極を示すネマチック液晶の直流電場下における分子配向と誘電率の関係に
ついて述べている。
第 2 部第 2. 3 章では電子分極の増大によって高誘電率化を期待して研究したポリマー系について
の結果を述べている。






に説明できることを示している D 第 5~9 章のポリマーでは，ポリエーテル連鎖を絶縁部分とするポ
リマ一系でも電導部分を絶縁することはできなかったが，従来にない柔軟性に富んだ半導性エラスチ
ックポリマーが得られることを述べている。





塩を 5 wt. %以下の割合で絶縁性ポリマーにブレンドすることにより， 100 KHz 以下の誘電率が20~







1 .二三のポリカチオンポリマーの TCNQ 複塩を合成し，それらが大きな誘電率を示し， その大き
な誘電率が，電子的キャリヤの移動により誘起されるミクロスケールの界面分極によることを明ら
かにしている。




4. ポリスチレンなどの絶縁性ポリマーの中に，高い導電性を示す TCNQ 塩を極く微細な針状結晶
として析出させた物質は， 100KHz 以下の誘電率が 20~ 100, tan ð'が 10-3~10-2，比抵抗が1011 Q 
cm以上という材料を与えることを見出している。
5. その結果が，絶縁性ポリマーと TCNQ 塩の相溶性を考慮して，不均質誘電体理論で統一的に理
解されることを明らかにしている。
以上のように，本論文は高誘電率低損失ポリマー材料の開発研究を行い，相当満足すべき材料の開
発に成功するとともに，その理論的背景を明らかにしたもので，有機半導体材料の新しい利用の途を
開くとともに，有機物性化学に寄与するところが大きい O
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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